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1) 本稿の骨子は， r経済統計学会」第30回全国総会 (1986年10月〕において， r数量モデル分
析と熔)1統計解析論Jとして報告される。
2) 代替的経済計画とは， 現行の経済計画とは基本的な考え方において異なる，別の， 代替的
(alternative)な経済計画のことを指す。代替的経済計画， および， 代替的経済システムの研
究は，近年， ヨー ロッハ諸国で次第に広がっており， 日本でも開始されてし占。主要士献に，
次のものがある。 CSELondo!l Working Group， The Alte問 at叩eEconomic Strategy， 1980. 
CSE Book; S. Aaronovitch， The Road from Thatcherism: The Alternat四eEconomic 
Strategy， 1981， Lawrence & Wishart; S. Bowles， D. M. Gordon & T. E. Weisskopf， 
Beyand the Wastdαnd-A Democratic Alternative印 EcunomicDecline， 1984， Verso; 
J. D. Tom1inson， Monetarism: 1s there aπ Alter即 t四日'.1986， Basil BlackweJl; Alter-
native Wirtschaftspolitiι1 (1979)， 2 (1980)， 3仁1981)，4(1982)， Argument-Sonderband， 
Argument-Verlag， Berlin; Alternatives Economiques. Journal mensuel d'info江matlOnノ





















、critique~ur l'actualite econ叩 iqueet sociale. N '1-38 (J uin 1986);置塩信雄・野津正情編
「日本経済の数量分析」大月害眉 1983年 M. Nozawa，“The Alternative Economic 



























































6) 従米，マノレタス世清学旧政理モデルの代表例は，再生産表式の多部門モデル (B.C ネムテ
一ノフ.0ランケ B.Cダダヤン等〉が有名である。 しかし， これらは』 ある抽室長度の理
論モデルであって，ここで必要とする，統計テー タによる実証分析を目的とするモデルではな
カ冶っfこ。

























7) 山日商，民主的政策と産業連関前掲「日本経済の数量分析J160-182ペー ジj に依る。
8) 向上論文， 174ページ。
9) 同上論文， 180ベーシ。
























11) 木下滋j 実証的経済分析と産業連関論1 法政大学日本統計研究所「研究所報」第7号一， 1982 
年3月，参照。




























15) 宮本憲一・保母武幸 土居英二・木下滋，公共投資はこれでよいのか， iエコノミスト」
1979年1月30日号，および，木下滋l 地域にお日る公共投資の波及効果一地域産業連関表によ
る ， i岐阜経清大学論集第14巷第3号， 1980年9月。





























19) ζの諸要因は，稲田尽のそデルに反映されている。向上論文 82ヘ ジ。
20) 同日命y，106ページ。






策 γ ミュ νーションで採られており，代替的政策の内容を別とすれば，新しさ
はない。第2は，政策手段に応じて，独占企業・政府等の決定態度の変更を表
現す '6ためー方程式の定数項む上へまたは下へ司ある値だけ修正し，その後

















21) 同上論文， 107へー ジ以下。



























同，社会階層別昔l量モデルのシミュレーシ皐ン 陪層別政策の効果分析ー ， I経済論叢」第
131巻第4.fi号.19田年4月。同，階屑別計量モデルの意義と限界， I統計学」第44号， 19田
年3月。
24) 大西広，向上論文， 118-159ベ 叫に依る。
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26) 小川I雅弘z 日本経済の社会階層別計12モデル， および， 階層別計量モデルの意義と限界，
(前掲〉。
27) 同よ論文』参照。




















29) 是永純弘， 経済学における数学的方法の利用について. r思想J. 418号， 1955年4月!社
会経済統計の基本性格，および』統計利用の基本的諸形態と数理統計学批判!内海庫 郎編
「社会科学のための統計学JC前掲);計立経済学的模型分析の基本性格. r経済評論」第14巻





31) 内海庫郎~-十宜経済学の科学的基礎の脆弱性について. r制'~~[学」第四号， 1964年10月，
計量経済学検討のための最初の手がかり. r統計学」第23号， 1971年3月。この経過は，吉田
d也氏の次のサ ヴ z イ論文が詳しい。吉田忠，計量経済宇批判，経済統計制究会踊「社会科学
としてめ統計学一日本における成果と展望 jー cr統計学』第3D号).産業統計研究社， 197E年
3月。
32) 是永柄弘言|量経済学的模型分析の基本性格〔前掲〉。






















33) 関恒義，講座・経済学と数字利用， i経済」第159号，1977半7月 第176号， 1978年同月。置塩
信雄3経済の民主的改革をめずる若干白問題〈前掲〕。野津正梧，書評横虐弘行「桂済学と数
量的方法J，r経済」第173号， 1978年 9 月，中谷~t 政策科学， i大月経済学辞典J1979年4月0
34) 是永純弘， r政難科学」は吋飽か(前掲〕。
35) 是永純弘，計量経済学的模型分析の基本性格(前掲)， および， i政範科学」は可能か(前
掲)，に依る。























































37) 是永純弘 「政主主科学」は可能か〔前掲)， 60-61ベー ジ。
38) 論点のいぐっかは，山田蒲，計量経済学批判における若干の問題点， I立命館経済学」第21
巻第5号， 1972年12月，および，小川|雅ijL， 階層別計量モデルの意義と限界(前掲)， から示
唆を受日てし、る。



















































































40) ノ]、)1雅弘7 階層別計量4 デノレ円意義正限界(前略事〉。


























41) 山田粥，計量産済学批判における若干の問題点〈前掲)， 46ベー ジ。小川雅弘， 向上論文1
26べージn
20 (20) 第 138者第1. 2号
る。逆にいえば I数量的捨象」を行うことによって，主要な要因の主要な量
的連関を把握することが可能になる。
是永氏は，経済現象を生みだしているすべての客観的因果関係は，主要な因
果，副次的な因果のいづれを問わず，すべて認識可能であり，また認識しなけ
ればならない，それが科学的認識であり，そうでなければ小可知論への転落 E
ある、 と主張される。しかしー経済現象0)法則性は，佃別の領域(企業・個人
のνベノレ〉では，多くの副次的・小要因によって偶然、的な影響定受ける。集団
的な認識においては，副次的・小要因を拾象して主要な連関，法則性を発見す
るのが科学的認識であって，すべての副次的・小要因を認識しようとするのは，
不可能であり，また無益でもある叫。
(末完〕
42) 決定論非決定論不可知論についての認識論的考察は.1刊の機会にゆずる。
